


大本いろは

　

大
安
石
と
は
…
？　

　

大
安
石
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

十
月
五
日
、
出
口
王
仁
三
郎
聖
師
（「
大
本

い
ろ
は
」
№
20
参
照
）
の
指
示
に
よ
り
、
天

恩
郷
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
石
は
、
当
時
の
長
野
県
の
大
本
の

支
部
か
ら
、
国く

に
た
ま
い
し

魂
石
（
そ
の
土
地
ゆ
か
り

の
石
）
と
し
て
聖
地
に
献
納
さ
れ
た
霊
石

で
、
県
下
で
も
、
内
臓
の
病
気
直
し
に
良

い
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
し
た
。

　

も
と
も
と
は
、
現
在
の
倍
ほ
ど
の
大
き

さ
で
し
た
が
、
昭
和
十
年
に
起
こ
っ
た
第

二
次
大
本
事
件
の
際
に
、
官
憲
に
よ
っ
て

半
分
に
割
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
安
置
さ
れ
て
い
る
右
側
に
は
、

事
件
で
割
ら
れ
た
大
安
石
の
一
部
（
写
真

下
中
央
）
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
だ い あ ん せ き

安石
〜胃腸の病気を癒やす〜

　大安石は、あらゆる病に悩む人々がご

神徳をいただけるよう、出口王
お に

仁三
さぶろう

郎聖
せい

師
し

が鎮魂して力を込めた霊石です。

　すべての病気に対してご神徳をいただ

けますが、特に胃腸など腹部に関係する

病気にご守護があり、石肌に手を当て祈

念をし、その手で患部をさすると、大き

なお陰を頂けると示されています。

　

小
安
石
と
は
…
？　

　

小
安
石
は
、
王
仁
三
郎
の
郷
里
・
京
都

府
亀
岡
市
曽そ

が

べ
我
部
町
の
法ほ
う

貴き

谷だ
に

と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の
で
、
昔
か
ら
小
児
に

対
し
て
霊
験
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
石

で
す
。

　

当
時
、
地
元
で
は
名
所
に
な
っ
て
い
た

た
め
、
普
通
で
は
な
か
な
か
手
に
入
ら
な

い
と
こ
ろ
、
王
仁
三
郎
自
ら
が
村
民
（
当

時
は
曽
我
部
村
）
に
交
渉
し
、〝
天
恩
郷
に

上
が
る
の
な
ら
ば
結
構
で
あ
る
〞
と
譲
っ

て
も
ら
い
、
大
安
石
と
同
じ
昭
和
二
年
十

月
五
日
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
安
石
も
、
第
二
次
大
本
事
件
の
際
に

は
、
石
の
表
面
の
一
部
が
削
ら
れ
て
し
ま

う
な
ど
、
大
安
石
と
同
様
、
今
も
事
件
の

傷
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

小
し ょ う

安
あ ん せ き

石
〜小児の病・子宝にご神徳〜

　小安石も、同じく王仁三郎が鎮魂した

霊石です。主に子供の病気平癒や、子宝

に恵まれるようお願いすると、ご神徳を

いただけると示されています。

　表面にあるでこぼこは、昔から赤子の

足跡のように見えるので、一名「赤
あか

子
ご

岩
いわ

」

ともよばれていましたが、王仁三郎は「実

は天人の足跡である」としています。　

小
し ょ う

安
あ ん せ き

石
〜小児の病・子宝にご神徳〜


